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問1 奈良時代、唐の進んだ政治制度や文化を学ぶために、日本が中国へ派遣した使節団を何という？

1.  遣高麗使 2.  遣明使 3.  遣隋使 4.  遣唐使

問2 度重なる渡航の失敗や失明という困難を乗り越え、日本に正式な仏教の戒律を伝えた唐の僧は誰？

1.  空海 2.  行基 3.  鑑真 4.  最澄

問3 天皇を中心として、国司や郡司などの仕組みを整えて全国を支配した国家体制を何という？

1.  律令国家 2.  封建国家 3.  都市国家 4.  中央集権国家

問4 奈良時代の班田収授法において、政府から農民一人ひとりに分け与えられた田を何という？

1.  公田 2.  口分田 3.  永代私財 4.  名田

問5 人口増加により不足し、開墾のきっかけとなった、政府が農民に与えた土地を何という？

1.  口分田 2.  公田 3.  職田 4.  位田

問6 律令制度のもと、中央政府から地方に派遣されて郡司を指揮し、各地の統治を担当した役人を何という？

1.  太宰帥 2.  郡司 3.  国司 4.  里長

問7 710年、現在の奈良県に建設され、奈良時代の政治の中心となった都を何という？

1.  藤原京 2.  平城京 3.  長岡京 4.  平安京

問8 奈良時代、人口増加に伴う口分田の不足を解消するために、開墾した土地の永代私有を認めた法律を何という？

1.  大化の改新 2.  墾田永年私財法 3.  公地公民制 4.  三世一身法

問9 平城京の設計のモデルとなった、唐の都の名前を何という？

1.  平安京 2.  長安 3.  洛陽 4.  平城京

問10 聖武天皇が鎮護国家を目的として、全国各地に建立させた官立の寺院を何という？

1.  国分寺 2.  氏寺 3.  官寺 4.  尼寺

問11 大伴家持が活躍し、万葉集がまとめられたのは何時代？

1.  奈良時代 2.  平安時代 3.  飛鳥時代 4.  鎌倉時代

問12 戸籍に基づいて人々に口分田を与え、死後には国に返させるという奈良時代の土地制度を何という？

1.  三世一身法 2.  公地公民制 3.  墾田永年私財法 4.  班田収授法

問13 土地や人民を国家が支配し、法に基づいて政治を行う仕組みを何という？

1.  官僚制 2.  律令制 3.  徴兵制 4.  封建制

問14 令制国に派遣され、徴税や裁判といった地方の行政を担った官吏を何という？

1.  郡司 2.  里長 3.  防人 4.  国司

問15 律令制において、郡の長として地方の政治を担った有力者を何という？

1.  渡来人 2.  百姓 3.  貴族 4.  豪族

問16 聖武天皇が国分寺とともに、日本各地の女性のために建立させた寺院を何という？

1.  国分寺 2.  元興寺 3.  大安寺 4.  国分尼寺
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答え合わせ・解説

問1 答え 4
遣唐使

遣唐使は、天皇の命を受けて唐の都である長安へ赴き、最新の仏教や学問、政治体制を吸収しました。阿倍
仲麻呂や最澄、空海など、多くの著名な人物も遣唐使として渡航し、帰国後に日本の文化や仏教の発展に大
きく貢献しました。

問2 答え 3
鑑真

唐の僧である鑑真は、日本の僧からの熱心な招聘に応じ、5度もの遭難や失明という苦難を乗り越えて、6度
目の来日を果たしました。日本に正しい仏教を伝え、多くの僧に戒を授けたほか、平城京に唐招提寺を建て
て修行の場としました。

問3 答え 1
律令国家

律令国家とは、法律（律と令）に基づき、官僚組織を整えて全国を支配する体制です。中央には太政官など
の行政機関、地方には国・郡・里を設置し、中央から役人を派遣しました。この仕組みにより、戸籍を作成
して人々に税を課し、中央政府が全国の土地と人民を把握する支配構造を実現しました。

問4 答え 2
口分田

6歳以上の男女に与えられ、その代償として農民は租・庸・調などの税を納める義務を負いました。農民の
死後は国に返還する決まりとなっていました。この土地で稲を栽培し、国の財政を支える仕組みでした。

問5 答え 1
口分田

口分田（くぶんでん）は、戸籍に基づき、6歳以上のすべての人々に政府が支給した耕作地です。農民はこ
の田から上がる収穫に対して税（租）を納める義務がありました。しかし、奈良時代に入ると人口が増加し
たため、国家が支給できる田が足りなくなり、新たな開墾が進められる要因となりました。

問6 答え 3
国司

国司は都から派遣された貴族階級の官僚で、現地の有力者である郡司を指導し、税の徴収や戸籍の管理、治
安維持を行いました。地方行政の最高責任者として大きな権力を持っていました。

問7 答え 2
平城京

710年に元明天皇によって遷都された計画都市です。中国の唐の都である長安を手本にして設計され、整然
とした道路が碁盤の目状に配置されていました。政治・経済の中心地として繁栄し、遣唐使などによって国
際的な文化が花開きました。

問8 答え 2
墾田永年私財法

743年に制定された墾田永年私財法は、新しく開墾した土地の永代私有を認めるものです。それまでは一定
期間後に土地を返還するルールでしたが、この法律により私有が認められたことで、農民や有力者による開
墾が活発になりました。

問9 答え 2
長安

長安は、当時の中国の首都であり、碁盤の目状にきれいに区画された都市構造を持っていました。日本はこ
の長安の計画を参考にして、平城京を建設しました。中央に朱雀大路という広い通りを通し、東西の市（市
場）を配置するなど、国家の権威を象徴する都市づくりが行われました。

問10 答え 1
国分寺

国分寺は、聖武天皇が全国60余国に命じて建てさせた寺院です。各国の国分寺と国分尼寺は、東大寺を総本
山とするネットワークの一部として機能しました。これにより、地方にまで仏教の教えと国家の影響力を浸
透させ、仏の力で国の安定を図りました。

問11 答え 1
奈良時代

奈良時代は、仏教文化が花開くとともに、国史の編纂や文学作品の執筆が盛んに行われた時期です。歌人で
ある大伴家持はこの時代の末期に活躍し、彼を中心に日本最古の歌集である『万葉集』が編纂されました。
この時代、国家が整い、大陸の文化を吸収しながら日本独自の個性を確立しようという気運が強まっていま
した。

問12 答え 4
班田収授法

班田収授法は、戸籍を作成して6歳以上のすべての人々に「口分田」と呼ばれる土地を分け与える制度で
す。受け取った人は、その見返りとして租・庸・調などの税を納める義務を負いました。本人が死亡したと
きには、その土地を国に返却する仕組みです。この土地制度により、国家による民衆の把握が徹底されまし
た。

問13 答え 2
律令制

律令制は、中央に省を置く官僚機構や、地方への国司の派遣、戸籍をもとにした班田収授法などの制度によ
って構成されています。これにより、国家による土地と人民の直接的な統治が実現しました。

問14 答え 4
国司

国司は、国府を拠点として、租庸調の徴収や公共事業、裁判など地方における行政実務を一手に担いまし
た。これにより、中央政府の命令が地方のすみずみまで行き届く仕組みが完成しました。

問15 答え 4
豪族

郡司は、国司の指揮下に入り、戸籍の作成や徴税の補助といった行政の実務を行いました。終身制であった
ため、現地の地盤を持つ豪族たちがその地位を世襲的に継承することが一般的でした。

問16 答え 4
国分尼寺

国分尼寺は、国分寺と同様に「鎮護国家」の願いを込めて建てられました。法華滅罪之寺とも呼ばれ、女性
僧侶（尼）が修行を行い、祈りを捧げる場所でした。各地の国府の近くに建てられ、国分寺とともに仏教信
仰の地域的拠点として重要な役割を果たしました。


